
2018 年 2 月 26 日 

 

スポーティさを極限まで高めた限定モデル MINI クロスオーバー・ブラッ

クヒースを導入 
 スポーティな走りを楽しめる 2 輪駆動ガソリン・エンジンの MINI Cooper S Crossover を

日本初導入。 

 “スタイリッシュ・スポーツ SAV”をコンセプトに、エクステリアおよびインテリアをブ

ラックでまとめながらも、フォーマル過ぎないアスレチックなイメージを表現。 

 スポーティさと洗練さを兼ね備えた専用ボンネット・ストライプを採用し、他にはない

存在感を強調。 

 

ビー・エム・ダブリュー株式会社（代表取締役社長: ペーター・クロンシュナーブル）は、MINI

初となるプレミアム・コンパクト・セグメント SAV（スポーツ・アクティビティ・ビークル）

である MINI クロスオーバーのアスレチックかつ都会的なイメージを強調した限定モデル「MINI 

Cooper S Crossover Blackheath（クーパー・エス・クロスオーバー・ブラックヒース）」を、本

日より、全国の MINI 正規ディーラーにおいて 250 台限定で、販売を開始する。 

 

MINI Cooper S Crossover Blackheath は、MINI クロスオーバーのアスレチックかつ都会的なイメ

ージを強調した限定モデルである。日本初導入となる最高出力 141kW(192PS)/5,000-6,000rpm、

最大トルク 280Nm/1,350-4,600rpm を発揮する 2.0 リッター4 気筒 MINI ツインパワー・ターボ・

エンジン（ガソリン）を搭載する。8 速オートマチック・トランスミッションとの組み合わせ

により、より一層のスポーツ・ドライビングを実現する。 

 

エクステリア・デザインは、キー・カラーであるブラックで全体をまとめ、シックでスポーテ

ィな装いとしている。John Cooper Works 専用装備であるブラック・ルーフレールとサイド・シ

ル・フィニッシャー、ヘッドライトおよびリア・ライト周りにはブラックのリングを装備し、

スタイリッシュかつパワフルなエクステリアを演出している。さらに、MINI Cooper S Crossover 

Blackheath 専用デザインのブラック・ボンネット・ストライプは、純正オプションとは異なる

ブラッシュド・アルミ調のデザインと質感で製作され、メタリックのボディ・カラーとの繊細

なコントラストが高級感、存在感のある装いを演出している。また、MINI Cooper S Crossover 

Blackheath の限定車名を入れたオリジナル・ステッカーをリア・ガラスにあしらい、後方から

の存在感も高めている。 

 

メーカー希望小売価格（8%消費税込） 

モデル 希望小売価格 

MINI Cooper S Crossover Blackheath ¥ 4,800,000 

 上記のメーカー希望小売価格は、付属品価格、税金（消費税を除く）、保険料、登録に伴う諸費用を含まない車両本体価格で
す。また｢自動車リサイクル法｣に基づく､リサイクル料金が別途必要となります。 

 右ハンドル仕様。 

MINI 
CORPORATE COMMUNICATIONS 



 

 

 

インテリア・デザインは、John Cooper Works 専用装備であるブラックのヘッドライナーを特別

装備している。シートやインテリア・サーフェス等もすべてブラックでまとめ、スポーティな

コックピットを演出している。 

 

スポーティな走行性能や高いデザイン性に留まることなく、安全装備も充実している。革新的

な運転支援システムとなるアクティブ・クルーズ・コントロール、前車接近警告機能、衝突回

避・被害軽減ブレーキを標準で装備している。また、新開発のタッチ・パネル機能が付いたナ

ビゲーション・システムは、手元の MINI コントローラーでの操作も可能である。アラーム・

システム、リアビュー･カメラ、パーキング・ディスタンス・コントロール（リア）、LED デイ

ライト・リング、アダプティブ LED ヘッドライト、LED フォグランプなども特別装備され、安

全性を高めている。 

 

 

主な車両諸元 

MINI Cooper S Crossover Blackheath 

全長 4,315mm、全幅 1,820mm、全高 1,595mm、ホイールベース 2,670mm、車両重量 1,550kg、 

排気量 1,998cc、直列 4 気筒ガソリン・エンジン、 

最高出力 141kW(192PS)/5,000-6,000rpm 、最大トルク 280Nm/1,350-4,600rpm 、 

燃料消費率 15.5km/L。 

 

 

主な装備品内容 

 ボディ・カラー ミッドナイト・ブラック・メタリック* 

 18 インチ アロイ・ホイール ピン・スポーク ブラック* 

 ブラック・ヘッドライト&リアライト・リング* 

 ブラック・ルーフレール&サイド・シル・フィニッシャー* 

 Blackheath 専用ブラッシュド・アルミ調オリジナル・ボンネット・ストライプ* 

 Blackheath 専用リアガラス・ステッカー* 

 ヘッドライナー・アンスラサイト* 

 インテリア・サーフェス・ピアノ・ブラック* 

 ヘッドライナー・アンスラサイト* 

 ペッパー・パッケージ* 

 アラーム・システム 

 オートマチック・テールゲート・オペレーション（オープン／クローズ、イージー・

オープナー機能付） 

 PDC リア（パーキング・ディスタンス・コントロール） 

 リア・ビュー・カメラ 



 MINI エキサイトメント・パッケージ 

 ドライビング・アシスト（前車接近警告機能、衝突回避・被害軽減ブレーキ） 

 アクティブ・クルーズ・コントロール（ストップ＆ゴー機能付） 

 ナビゲーション・システム 

 ITS スポット対応 ETC 車載器システム内臓自動防眩ルーム・ミラー 

 アダプティブ LED ヘッドライト／LED デイライト・リング 

 LED フロント・フォグ・ランプ 

 コンフォート・アクセス 

 自動防眩ドア・ミラー 

 レイン・センサー（自動ドライビング・ライト付） 

 40:20:40 分割可倒式リア・シート・バックレスト 

 8.8 インチ・ワイド・カラー・ディスプレイ 

 オンボード・コンピューター 
*: 特別装備品 

 

 

Blackheath について 

ロンドンの南東にあるブラック・ヒース・アベニューは、グリニッチパークを横断する通りで

あり、ロンドン・マラソンのスタート地点としても有名な通りである。カイト・フライヤーや

ウィンド・スケート・ボーディングなど、スポーツを愛する市民から愛されている。Heath に

は「荒野」との意味があり、その言葉が持つ壮大さ、さらに、スポーティなイメージを助長さ

せるため、今回、MINI Crossover Blackheath と命名した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

この件に関する報道関係者のお問い合わせは： 

BMW Japan Corp.  広報部：03-6259-8026（製品広報） 

この件に関する読者および視聴者からのお問い合わせ先は、 
MINI カスタマー・インタラクション・センター： 
フリーダイヤル 0120-3298-14 を掲載ください。 

受付時間：平日 9:00-19:00  
      土日祝 9:00-18:00 

MINI インターネット・ウェブサイト： http://www.mini.jp 

http://www.mini.jp/
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